
市 議 会
だ よ り

VOL.196

東広島市

東広島市のまちづくりと土地利用

2022. 11
Contents
特集   ２
第１回臨時会の議案の概要   ４
第３回定例会の議案の概要   ５
一般質問   ９
活動レポート   18
市民の声   19
次回定例会   20

特集



SPECIAL
特
集

目
標
や
路
線
の
明
確
化
、

　
　
　
　

全
体
的
な
計
画
の
見
直
し
を

Ｑ　

各
団
体
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
垣　

東
広
島
商
工
会
議
所
建
設
部

会
は
、
会
員
企
業
の
う
ち
、
建
設
業

関
連
・
不
動
産
関
連
・
賃
貸
業
・
コ

ン
サ
ル
業
な
ど
の
約
500
社
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
市
長
及

び
市
の
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
や

商
工
会
議
所
会
員
向
け
の
勉
強
会
な

ど
の
実
施
で
す
。

二
宮　

広
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
安
芸
賀
茂
支
部
に
は
宅
地
建
物
取

引
業
者
の
約
85
％
が
所
属
し
て
お
り
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
目
的
と

す
る
会
で
す
。
宅
建
業
者
の
勉
強
会

や
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
、
被
災
さ
れ
住
宅
が
住
め

な
く
な
っ
た
方
々
に
向
け
た
窓
口
を

設
置
し
、
広
島
県
の
制
度
を
使
っ
て

住
宅
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

東
広
島
市
の
効
果
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

上
垣　

30
万
、40
万
人
の
ま
ち
に
な

る
に
は
、50
年
後
を
見
据
え
た
大
規

模
な
都
市
構
想
が
必
要
で
す
。
今
の

市
政
は
そ
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て

動
か
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、目

標
や
路
線
を
明
確
に
す
る
こ
と
、ま
た
、

抜
本
的
に
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
し
直
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。特
区
と
か
、国
の

力
も
借
り
て
都
市
政
策
な
ど
を
根
本

的
に
変
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

部
谷　

市
の
第
五
次
総
合
計
画
の
中

に
、目
指
す
べ
き
目
標
は
詰
ま
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、具
体
的
手
法
の

部
分
を
、都
市
計
画
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
く
段
階
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
で
な
い
と
、目
の
前
の
手
法
に

大道議員、片山議員が聴く

東広島市の
まちづくりと土地利用

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　本市は広島県中央に位置し、広島大学や新幹
線駅があり、広島市や呉市、広島空港にも近く、
人口増も続き、注目されている自治体です。
　今後の東広島のまちづくり、そして、土地利
用について、東広島商工会議所建設部会、公益
社団法人広島県宅地建物取引業協会の方々から
お話を伺いました。

プロフィール

東広島商工会議所
建設部会長
上垣　健さん

公益社団法人 広島県宅地建物取引業協会
安芸賀茂支部情報政策委員長
二宮　達雄　さん

公益社団法人 広島県宅地建物取引業協会
安芸賀茂支部役員
部谷　拓司　さん

東広島商工会議所
建設部会副部会長
前場　俊輔さん
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❷

❸

縛
ら
れ
て
、発
展
や
達
成
に
繋
が
る

案
件
が
あ
っ
て
も
、話
が
進
ま
ず
立
ち

消
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
仕
事

づ
く
り
、活
力
づ
く
り
と
い
う
メ
イ

ン
の
柱
の
2
本
が
、机
上
の
空
論
に

な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

前
場　

東
広
島
の
ま
ち
づ
く
り
の
全

体
の
方
向
を
考
え
る
と
、
産
業
の
活

性
化
が
重
要
と
思
い
ま
す
が
、
圧
倒

的
に
産
業
用
地
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
の
一
つ
の
ネ
ッ
ク
が
農
地

法
で
あ
り
、
市
単
体
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
4
月
、
市
役
所
内
に
組
織
さ
れ
た

産
業
用
地
確
保
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

二
宮　

過
去
に
学
園
都
市
構
想
な
ど

も
含
め
、西
条
中
央
な
ど
の
開
発
や

下
見
の
区
画
整
理
事
業
、吉
川
工
業

団
地
の
開
発
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
と
、

固
定
資
産
税
や
住
民
税
な
ど
の
開
発

後
に
入
っ
て
く
る
経
済
効
果
な
ど
を

評
価
検
証
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

西
条
第
二
地
区
の
整
備
も
、157・9
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
事
業
費
が
い
く
ら
か
か
り
、

向
こ
う
30
年
50
年
で
ど
れ
く
ら
い
の

税
収
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
、し
っ
か

り
試
算
し
た
う
え
で
計
画
を
考
え
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

有
効
な
土
地
利
用
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

部
谷　

居
住
用
に
つ
い
て
は
、
本
来

な
ら
先
行
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

作
ら
れ
、
調
整
区
域
を
使
わ
な
く
て

も
そ
の
中
で
で
き
る
の
が
理
想
的
で

す
。
東
広
島
は
全
体
の
8
％
ぐ
ら
い

し
か
市
街
化
区
域
が
な
く
、
※
50
戸

連
た
ん
制
度
な
ど
で
、
住
宅
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
ま
す
が
虫
食
い
状
態
で

開
発
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
全
性
の

面
で
非
常
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

前
場　

市
が
出
し
て
い
る
立
地
適
正

化
計
画
は
従
来
の
市
街
化
区
域
の
部

分
を
指
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
総
合

的
に
考
え
直
す
べ
き
で
す
。

上
垣　

今
後
、
全
般
的
な
計
画
の
見

直
し
が
必
要
で
す
。
方
向
性
を
は
っ

き
り
と
決
め
て
、
10
年
先
や
20
年
先
、

30
年
先
は
こ
う
な
る
と
市
は
考
え
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
都
市
計
画
、
土
地
政
策
、

農
業
政
策
な
ど
は
何
年
後
に
こ
う
す

る
、
と
市
民
に
も
具
体
的
に
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

①　取材風景
②　宅建協会安芸賀茂支部研修会
③　 宅建協会安芸賀茂支部不動産
フェアでの無料相談会

④　 東広島商工会議所建設部会と
東広島市の意見交換会

⑤　 東広島商工会議所建設部会による
岩国市平瀬ダム建設現場視察

❶

❹ ❺

※50戸連たん制度　　  市街化区域から一定距離内にある50戸以上の建築物が連たんした既存集
落で、一定の基盤施設の充足がある区域において、立地基準を緩和するこ
と及び審査事務を簡素化する制度。
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令和４年第１回臨時会　議案の概要

第１回臨時会
（会期：令和４年８月８日）

議決した案件
議案の内訳

●予算案…１件　（　●全会一致可決…１件　）

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

生
活
保
護
世
帯
に
給
付
さ
れ
る
8

千
円
は
、
収
入
認
定
さ
れ
る
の
か
。

Ａ 　

国
が
特
例
と
し
て
定
め
て
お
り
、

今
回
は
収
入
認
定
さ
れ
な
い
。

Ｑ 　

農
家
へ
の
農
業
肥
料
価
格
高
騰
緊

急
支
援
に
つ
い
て
、
申
請
に
関
す
る

周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ 　

認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
に
つ
い

て
は
、
市
か
ら
周
知
や
申
請
勧
奨
等

を
行
い
、
そ
の
他
の
農
業
者
に
対
し

て
は
、
市
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
等
を
用
い
て

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

〈
議
案
第
103
号
〉

令
和
4
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）
を
可
決
し
ま
し
た

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す
る

「
物
価
高
騰
対
策
低
所
得
世
帯
臨
時
給
付
金
」
に
要
す
る
経
費
な
ど
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
と

し
て
、
総
額
に
5
億
6
2
4
0
万
2
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
9
6
9
億
6
7
0
万
3
千
円
と

す
る
令
和
4
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

補正予算（第３号）　補正額　５億6,240万２千円
①住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業（３億1,468万８千円）
　・ 「住民税非課税世帯」及び「住民税均等割のみ課税世帯」

に対し一世帯当たり１万円を給付
　・「生活保護世帯」に対しては、一世帯当たり８千円を給付
②学校給食センター管理運営事業（8,751万４千円）
　・小中学校給食の賄材料費を増額
③豊かな農業づくり事業（6,500万円）
　・市内農業者に対して、肥料価格高騰分の一部を支援
④畜産振興事業（850万円）
　・市内畜産経営者に対して、配合飼料価格高騰分の一部を支援
⑤漁業推進対策事業（55万円）
　・市内水産業者に対して、燃料費高騰分の一部を支援
⑥中小企業活性化支援事業（5,500万円）
　・ 事業用車両を使用する中小企業等に対して、原油価格の高

騰分の一部を支援 など

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和４年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和４年８月29日～10月４日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…５件　●予算案…８件　●同意案…２件

●諮問…３件　●その他…13件　●委員会提出議案…１件　●議長発議…２件

（　●全会一致可決…31件　●賛成多数可決…３件　）

ただし、10月４日に議決された案件は除きます。
また、議案第110号「広島県水道広域連合企業団規約の制定に関する協議について」は撤回され、
内容を一部変更し、議案第132号として提出されました。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創生会 創志会 市民クラブ 公明党 令和会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

大
下　

博
隆

重
光　

秋
治

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

落
海　

直
哉

鈴
木　

利
宏

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

石
原　

賢
治

議案第126号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第132号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議員派遣 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

【表決が分かれた議案名】
議案第126号　令和４年度東広島市一般会計補正予算（第５号）

議案第132号　広島県水道広域連合企業団規約の制定に関する協議について

議 長 発 議　議員派遣について

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和４年第３回定例会　議案の概要

○ 

次
に
掲
げ
る
支
援
に
要
す
る
経
費
を

追
加

・ 

複
数
人
の
感
染
者
が
発
生
し
た
社

会
福
祉
施
設
等
に
対
し
、
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
配
布

・ 

東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
感
染

症
の
専
門
職
で
あ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

化
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

・ 

介
護
職
員
等
を
雇
用
し
た
際
の
人

件
費
を
一
部
助
成

・ 

二
次
救
急
病
院
が
軽
症
の
陽
性
者

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
必
要
と
な

る
体
制
整
備
等
へ
の
助
成

・ 

東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
転

院
患
者
を
受
け
入
れ
た
医
療
機
関

に
対
し
て
病
床
確
保
協
力
金
を
支

給

 

な
ど

◎
補
正
予
算（
第
4
号
）の
内
容

　

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設
等
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

支
援
に
必
要
な
予
算
と
し
て
、
総
額
に

8
2
7
7
万
9
千
円
を
追
加
す
る
補
正

予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算（
第
6
号
）の
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
経
費
に
必
要

な
予
算
と
し
て
、
総
額
に
7
億
8
5
1

1
万
2
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算
（
第
5
号
）
の
内
容

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
市
内
の
社
会
福
祉
施
設
等
が
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
的
な
提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
補
助
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
集
客
が
見
込
め
る
施
設
等
で
の
出
張
申
請
支
援
を
大
幅

に
拡
充
す
る
た
め
の
経
費
な
ど
に
必
要
な
予
算
と
し
て
、
総
額
に
13
億
5
5
3
0
万

1
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
104
号
〉〈
議
案
第
126
号
〉〈
議
案
第
138
号
〉

令
和
4
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
〜
6
号
）を
可
決
し
ま
し
た

○
次
に
掲
げ
る
経
費
を
追
加

・ 

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し
て
給
付

す
る
支
援
金
の
追
加

・ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
を
強
化
す
る
た
め
、
出
張
申
請

支
援
業
務
拡
充
に
係
る
経
費
な
ど

を
増
額

・ 

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗

を
計
る
た
め
の
道
路
維
持
修
繕

 
な
ど

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
た
め
の
出
張
申
請
支
援
業
務
は
、

具
体
的
に
ど
う
拡
充
す
る
の
か
。

Ａ 　

平
日
は
民
間
事
業
所
、
健
診
会
場
、

公
共
施
設
等
で
、
土
日
は
商
業
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の
集
客
が
見
込

ま
れ
る
会
場
で
出
張
申
請
支
援
業
務

を
行
う
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
大
企
業

の
税
、
保
険
料
の
負
担
の
削
減
な
ど

が
狙
い
で
あ
る
。
着
実
な
福
祉
の
増

進
こ
そ
が
重
要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 
成　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
含
む
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し

を
便
利
に
す
る
、
豊
か
に
す
る
政
策

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

1
・
2
回
目
接
種
を
終
え
た
12
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経

費
を
追
加

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
し
っ
か

り
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
対
応
の
展
望
を
伺
う
。

Ａ 　

4
回
目
接
種
の
際
は
重
症
化
予
防

の
目
的
で
接
種
を
推
進
し
た
が
、
今

回
は
そ
れ
に
加
え
て
感
染
予
防
効

果
・
発
症
予
防
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。
接
種
勧
奨
を
市
民
に
し
っ
か

り
広
報
し
、
接
種
準
備
を
進
め
た
い
。
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令和４年第３回定例会　議案の概要

◎
議
案
第
120
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

電
気
設
備
工
事
一
式

○
契
約
金
額

　

2
億
2
9
5
4
万
8
千
円

○
契
約
の
相
手
方

　

ヱ
ビ
ス
電
工
株
式
会
社

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
6
年
3
月
29
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

今
回
工
事
を
行
う
対
象
は
ど
の
棟

で
、
完
成
は
い
つ
頃
を
見
込
ん
で
い

る
か
。

Ａ 　

南
側
の
校
舎
棟
と
体
育
館
が
対
象

で
、
校
舎
棟
は
令
和
5
年
6
月
の
完

成
を
見
込
み
、
体
育
館
は
校
舎
棟
完

成
後
に
改
修
に
着
手
し
、
令
和
6
年

3
月
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

進
捗
に
遅
れ
が
生
じ
る
な
ど
の
影
響

は
あ
る
の
か
。

Ａ 　

も
と
も
と
要
望
に
基
づ
い
て
事
業

化
し
て
お
り
、
負
担
額
が
減
少
す
る

こ
と
に
よ
り
事
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

Ｑ 　

こ
れ
ま
で
分
担
金
を
徴
収
し
て
行

わ
れ
た
事
業
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、

す
で
に
徴
収
し
た
分
担
金
は
ど
う
な

る
の
か
。

Ａ 　

昨
年
度
以
前
の
7
件
に
つ
い
て
は

災
害
に
よ
り
2
分
の
1
の
減
免
を
適

用
し
、
条
例
改
正
後
と
同
じ
10
％
の

負
担
割
合
で
徴
収
し
て
い
る
。
今
年

度
の
3
件
に
つ
い
て
は
20
％
の
分
担

金
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
経
過
措
置

に
よ
り
10
％
の
負
担
割
合
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
減
額
分
を
還
付
す
る
。

○
長
寿
命
化
改
良
工
事
の
概
要

　

国
は
、
従
来
の
よ
う
に
建
築
後
40

年
程
度
で
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
方
法
「
長
寿
命
化
改
修
」
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
市
は
令
和
2
年

度
に
「
東
広
島
市
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
」
を
策
定
し
、
各
施
設
と
も
、

建
築
か
ら
80
年
程
度
ま
で
使
用
で
き

る
よ
う
、
西
条
中
学
校
を
皮
切
り
に
、

順
次
計
画
に
基
づ
い
て
改
良
工
事
を

施
工
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
議
案
第
119
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

建
築
一
式
工
事

○
契
約
金
額

　

12
億
8
8
1
0
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

増
岡
組
・
上
垣
組
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
6
年
3
月
29
日
ま
で

○
改
正
の
内
容

　

市
が
実
施
す
る
事
業
等
の
分
担
金

に
つ
い
て
、
受
益
者
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
割
合
を
表
の
と
お
り
引
き
下

げ
ま
す
。
な
お
、

県
が
実
施
す
る

事
業
は
分
担
金

を
徴
収
し
な
い

こ
と
と
し
ま
す
。

○
施
行
期
日

　
  

令
和
4
年
10
月
1
日
（
令
和
4
年
度

中
に
既
に
着
手
し
た
事
業
は
改
正
後

の
負
担
割
合
を
適
用
）

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

こ
れ
ま
で
地
元
に
求
め
て
い
た
負

担
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の

〈
議
案
第
119
・
120
号
〉

西
条
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
良
工
事
を
行
い
ま
す

　

非
常
災
害
が
頻
発
し
、
か
つ
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
に
係
る
分
担
金
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
125
号
〉

東
広
島
市
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

現　行 改正後

公共関連事業 100分の10 100分の５

一般事業 100分の20 100分の10
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令和４年第３回定例会　議案の概要

権
を
有
す
る
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
今
の
体
制
を
独
自
強
化
す
れ
ば
、

危
機
管
理
に
即
時
対
応
可
能
で
あ
る
。

広
域
化
で
は
展
望
が
見
え
な
い
た
め
、

反
対
す
る
。

賛 
成　

市
民
に
不
利
益
が
な
い
か
を
中

心
に
議
論
や
視
察
等
を
重
ね
て
き
た

中
で
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
、
そ
し
て
今
後
の
水
道

料
金
の
価
格
上
昇
の
抑
制
に
お
い
て

も
企
業
団
へ
の
参
加
は
効
果
的
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
課

題
で
あ
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
工
業

用
水
の
不
足
に
関
し
て
も
、
工
業
用

水
道
事
業
が
広
島
県
水
道
広
域
企
業

団
に
移
管
さ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
の

議
員
の
派
遣
等
に
よ
り
、
本
市
の
要

望
も
伝
え
や
す
く
な
る
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書
を
政
府
及
び
国
会
に
提
出
し
ま
す
。

○
協
議
の
要
旨

　

水
道
事
業
な
ど
に
関
す
る
事
務
を

広
域
に
わ
た
り
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
を
設

立
す
る
た
め
、
広
島
県
水
道
広
域
連

合
企
業
団
規
約
を
制
定
す
る
こ
と
に

関
し
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
企
業
団
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　

  

広
島
県
、
竹
原
市
、
三
原
市
、
府
中

市
、
三
次
市
、
庄
原
市
、
東
広
島
市
、

廿
日
市
市
、
安
芸
高
田
市
、
江
田
島

市
、
熊
野
町
、
北
広
島
町
、
大
崎
上

島
町
、
世
羅
町
及
び
神
石
高
原
町

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

企
業
団
の
選
挙
管
理
委
員
は
、
構

成
団
体
の
議
会
の
議
員
又
は
長
か
ら

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

Ａ 　

議
員
で
は
な
く
、
構
成
団
体
の
選
挙

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
3
号
〉

政
府
・
国
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
す

〈
議
案
第
132
号
〉

広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
す

意見書の抜粋
　今、地方公共団体には、より新しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求められている。しかし、
現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職場実態にある中、新型コロナウ
イルス感染症や近年多発している大規模災害への対応にも迫られている。
　このため、令和５年度の政府予算と地方財政において、以下の事項を実現するよう、強く求める。

１　  社会保障の維持・確保、防災・減災や脱炭素化対策、地域活性化に向けた取組や、デジタル
化対策など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、
十分な地方一般財源総額の確保を図ること。

２　  子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保
障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含めた十分な
社会保障経費の拡充を図ること。また、これらの分野を支える人材確保に向けた自治体の取
組を支える財政措置を講じること。

３　  地域間の財源偏在性の是正に向けては、偏在性の小さい所得税等を対象に国税から地方税へ
の税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

　　  また、各種税制の廃止、減税を検討する際には、地方６団体などを通じて、自治体の意見や
財政に与える影響を十分検証した上で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じる
ことがないよう対応を図ること。

４　  地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図るとともに、地方交付税の法定率を引
き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。

５　  新型コロナウイルス感染症対策として、将来的な新たな感染症などを踏まえた保健所体制の
強化・機能の一層の充実、並びにその他の新型コロナウイルス対応事業や地域経済の活性化
対策も含めた十分な財源措置を図ること。

６　  森林環境譲与税の譲与基準については、より林業需要の高い自治体への譲与額を増大させる
よう見直すこと。

○提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、
　内閣府特命担当大臣（地方創生）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）
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一 般 質 問

※ＤＸ　　  デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変化させること。

※高付加価値型　　既存の商品・サービスによって満たされていない顧客のニーズを満たす価値が提供できること。
　重伝建　　    重要伝統的建造物群保存地区の略称で、伝統的建造物群及びこれと一体をなして歴史的風致を形成している環境を保存するために市町村が定める地区のこと。
　ユニークベニュー　　歴史的建造物、神社仏閣、城跡や文化施設など独特の雰囲気のある空間をイベント、事業、会議、レセプションなどの会場にして特別な空間を届ける事業。

戦
略
的
な
企
業
誘
致
・

留
置
推
進
と
投
資
促
進

質　

問

　

本
市
へ
の
企
業
立
地
や
留
置
・
投
資
、

産
業
活
動
に
必
要
な
工
業
用
水
の
確

保
・
供
給
な
ど
や
※
高
付
加
価
値
型
産

業
の
集
積
へ
の
取
組
状
況
と
新
設
さ
れ

た
産
業
用
地
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
取
組
内
容
な
ど
伺
う
。

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　

本
市
へ
の
企
業
投
資
は
安
定
的
に
推

移
し
て
い
る
が
、
工
業
用
水
供
給
は
企

業
が
必
要
と
す
る
水
量
が
供
給
可
能
量

の
上
限
を
超
え
、
新
た
な
水
源
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
産
業
分

野
の
誘
致
に
は
県
、
広
島
大
学
と
連
携

し
て
推
進
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
課
題
の
産
業
用
地
確
保
の
実

行
可
能
な
手
法
を
協
議
し
て
い
る
。

歴
史
的
・
文
化
的
地
域
、

施
設
の
保
存
と
有
効
活
用

質　

問

　

西
条
酒
蔵
通
り
周
辺
の
※
重
伝
建
選

定
事
業
の
進
捗
状
況
、
対
象
地
区
住

民
・
地
権
者
へ
の
取
組
姿
勢
な
ど
や
、

文
化
財
等
を
活
用
し
た
※
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
、
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

重
伝
建
選
定
に
向
け
て
の
取
組
み
は

国
史
跡
指
定
な
ど
の
保
護
手
法
も
講
じ
、

対
象
地
区
住
民
・
地
権
者
に
速
や
か
に

内
容
を
説
明
し
、
合
意
形
成
を
目
指
し

て
い
く
。

　

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
が
あ
る

と
認
識
し
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

む
。

※
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
は
今
年
4
月
に
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の

方
針
を
示
し
た
東
広
島
市
Ｄ
Ｘ
戦
略
を

策
定
さ
れ
た
が
、
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
で
の

審
議
事
項
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
で
は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
市
民
生
活
の
質
的
向
上
や
事
業

活
動
の
効
率
化
に
向
け
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本

方
針
を
定
め
た
。
こ
の
方
針
を
具
体
化

す
る
た
め
、
基
本
原
則
や
情
報
共
通
基

盤
の
整
備
方
針
、
産
業
・
暮
ら
し
・
教

育
等
の
具
体
的
な
取
組
み
等
を
審
議
し

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
主
な
進
捗

と
し
て
は
、
今
年
度
中
に
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
や
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
等
を
順
次
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
学
校
の
部
活
動
改
革

質　

問

　

文
部
科
学
省
は
、
来
年
度
以
降
の
部

活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
の
方
針
を

示
し
た
。
本
市
の
部
活
動
改
革
に
つ
い

て
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

今
年
度
中
に
、
部
活
動
の
地
域
移
行

の
方
針
や
取
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、

関
係
者
・
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
議
を

開
催
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
及
び
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
の
意
識
調
査
や
地
域
、
大
学

及
び
企
業
等
の
意
向
の
確
認
を
行
う
。

来
年
度
以
降
、
地
域
移
行
の
在
り
方
や

方
法
を
研
究
す
る
た
め
に
、
モ
デ
ル
地

域
を
設
置
し
実
践
す
る
こ
と
で
、
全
市

へ
の
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

一 般 質 問

大
だいどう

道　博
ひ ろ お

夫
（創志会）

質問した項目
■本市におけるDX推進
■地域活動のデジタル化対応
■中学校の部活動について

一般質問の
動画はコチラ

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■持続可能な産業構造の構築に
向けた戦略的な企業誘致・留
置の推進

■にぎわいと魅力ある都市空間
の創出

■観光振興のための体制整備と
民間活力の活用

■SDGs未来都市の実現

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＤＸ　　９ページをご参照ください。
　シビックプライド　　まちに対する市民の愛着や誇り。地域住民一人一人がまちづくりに対して持つ責任感。

※農振除外　　  農業振興地域内で農用地区域の指定を受けており、農地以外の利用が規制されている土地に対し、農地以外（住宅・
駐車場等）の用途で使用したい場合に農用地区域の指定を外すための手続きのこと。

本
市
の
農
業
振
興
と
有
効
な

土
地
活
用
に
つ
い
て

質　

問

　

有
効
な
土
地
利
用
を
行
う
た
め
に
農

業
振
興
地
域
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
①
本
市
で
の
※
農
振
除
外
の
申
出

の
推
移
と
、
②
本
年
1
月
の
申
出
に
対

し
異
議
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
計
画
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅

れ
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

鈴
木
産
業
部
長

　

①
農
振
除
外
の
申
請
件
数
は
、
直
近

5
年
間
で
は
概
ね
年
間
30
〜
60
件
で
推

移
し
て
い
る
。
②
異
議
申
出
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
で
計
画
全
体
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
が
生
じ
て
お
り
、
異

議
申
出
の
対
象
地
と
関
係
の
な
い
案
件

も
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
今
後
の
手

続
き
は
遅
延
な
く
適
正
に
進
め
る
。
ま

た
他
の
自
治
体
が
国
に
対
し
て
改
正
の

提
案
を
さ
れ
た
結
果
を
注
視
し
、
内
容

に
よ
っ
て
は
国
等
に
改
善
要
望
を
行
う
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
方
針
に
つ
い
て

質　

問

　

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況

と
待
機
児
童
数
の
現
状
を
伺
う
。
②
利

用
児
童
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
の
計
画
と
方
針
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　
　
　
　

岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

①
利
用
状
況
は
公
設
と
民
間
を
合
わ

せ
3
1
6
0
人
で
、
公
設
の
待
機
児
童

は
34
人
で
あ
る
。
②
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
る
地
域
は
余
裕
教
室
の
活
用
を
優

先
し
、
そ
れ
が
困
難
な
時
は
学
校
敷
地

内
や
近
隣
敷
地
の
施
設
確
保
に
努
め
る
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合

計
画
の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

計
画
が
目
指
す
将
来
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る
生
活
価
値
創
造
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
①
地
域
別

計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
各
種
事
業
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。
②

環
境
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
今
後
の

地
域
で
の
展
開
は
。
③
食
料
を
め
ぐ
る

環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
安
全
な
食
を

確
保
す
る
本
市
独
自
の
取
組
み
は
。
④

地
域
※
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
り
障
壁
と

な
る
問
題
の
克
服
方
法
は
。
⑤
共
同
体

空
洞
化
と
い
わ
れ
る
今
日
、
共
生
社
会

実
現
を
目
指
す
本
市
の
※
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
醸
成
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　
　
　
　
　

中
村
生
活
環
境
部
長

　
　
　
　
　

鈴
木
産
業
部
長

　

①
各
地
域
で
の
過
去
の
取
組
み
を
尊

重
し
つ
つ
、
目
的
を
明
確
に
共
有
し
、

重
点
事
項
へ
集
中
投
資
を
図
り
な
が
ら

最
適
な
「
や
さ
し
い
未
来
都
市
」
を
実

現
し
て
い
く
。
②
今
は
地
域
で
の
小
さ

な
資
源
循
環
を
目
指
し
て
い
る
が
、
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見
直
し
を

踏
ま
え
、
大
き
な
取
組
み
も
検
討
し
て

い
く
。
③
農
業
団
体
及
び
農
業
従
事
者

の
方
々
と
連
携
し
、
安
全
・
安
心
な
農

産
物
の
生
産
拡
大
と
地
産
地
消
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
④
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
確
立
し
、
可
能
な
実

装
か
ら
徐
々
に
拡
げ
て
い
く
。
⑤
地
域

共
生
社
会
実
現
の
各
種
取
組
み
を
通
じ

て
、
日
常
の
幸
せ
及
び
生
活
価
値
の
実

感
を
目
指
し
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の推
進について

一般質問の
動画はコチラ

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■東広島市の農業振興と有効な
土地活用について

■本市の将来を担う子供たちの
ための安心づくりについて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※異世代型ホームシェア　　大学などの近くに居住する高齢者が、学生に自宅の空室を貸し出すこと。
　　　　　　　　　　　　　  高齢者世帯が自宅の空室を若者に貸し、互いに自立した生活を送ることを前提としつつ、無理のない範

囲で交流を行い、支え合いながら一定のルールの下で同居する暮らし方。

不
登
校
の
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
に
当

た
っ
て
は
、
不
登
校
自
体
を
問
題
視
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
児
童
生
徒
の
居
場
所
や
学
び
の
保

障
を
行
い
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
社
会

的
自
立
に
つ
な
が
る
次
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
個
別
の
事
情
も
複
雑
化
し
て
い

く
中
で
、
現
在
行
っ
て
い
る
支
援
策
の

拡
充
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

今
後
の
不
登
校
等
児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
考
え
方
と
し
て
は
、
学
校
に
登
校

す
る
と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
と
す
る

の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
進

路
を
主
体
的
に
捉
え
、
社
会
的
自
立
を

目
指
せ
る
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
の
支
援
策
と
し
て

は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
校
内
特
別
支

援
教
室
の
拡
充
や
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の

派
遣
の
拡
充
等
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
広
島
県
教
育
委
員

会
に
よ
り
、
本
市
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と

通
室
に
よ
る
利
用
が
可
能
な
広
島
県
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ〝
Ｓ
〞

が
設
置
さ
れ
た
。
本
市
の
児
童
生
徒
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
利
用
だ
け
で
な
く
、

地
理
的
環
境
か
ら
通
室
に
よ
る
利
用
も

可
能
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
広
島
県
教

育
委
員
会
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
学
校

に
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
本
市
の
不
登
校
等

児
童
生
徒
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
と
学
生
の
同
居
で

社
会
課
題
の
解
決
を

質　

問

　
※
「
異
世
代
型
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
は

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
夫
婦
や
単
身
の

高
齢
者
世
帯
が
自
宅
の
空
き
部
屋
等
を

利
用
し
、
大
学
生
等
に
間
貸
し
す
る
こ

と
で
共
同
生
活
を
行
う
新
し
い
相
互
扶

助
の
仕
組
み
で
、
京
都
府
で
は
「
京
都

ソ
リ
デ
ー
ル
」
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
低
廉
な
家
賃
な
ど
の
実
利
的
な
金

銭
面
だ
け
で
は
な
く
、
相
互
交
流
や
心

理
的
な
安
定
、
若
者
の
成
長
に
寄
与
す

る
機
会
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
異
世
代
型
ホ
ー
ム

シ
ェ
ア
は
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
解

消
・
予
防
に
加
え
、
4
大
学
を
抱
え
る

本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
、
学
生
の
市
内
定
住
、

関
係
人
口
の
増
加
、
多
世
代
交
流
等
の

効
果
が
期
待
で
き
る
魅
力
的
な
事
業
と

考
え
ら
れ
、
本
市
で
の
展
開
を
期
待
す

る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

福
光
健
康
福
祉
部
長

　
「
異
世
代
型
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
の
取

組
み
は
、
高
齢
者
世
代
の
孤
独
感
の
緩

和
と
孤
立
の
解
消
、
学
生
の
本
市
に
対

す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
る
な
ど

様
々
な
利
点
が
想
定
さ
れ
る
。　

　

市
民
が
相
互
に
支
え
合
い
、
安
心
し

て
暮
ら
す
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
は
、
行
政
の
総
合
的
な
福
祉
施
策
展

開
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

方
の
主
体
的
な
取
組
み
が
重
要
と
な
る

と
考
え
る
。

　

ま
ず
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

施
策
の
波
及
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■高齢者と学生が同居する「京
都ソリデール」を東広島でも
実施し、社会課題の解決を

一般質問の
動画はコチラ

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（令和会）

質問した項目
■妊娠から子育て期における切
れ目ない支援体制の構築につ
いて

■小学校における児童の放課後
生活の充実について

■生徒指導の充実について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

国
葬
と
旧
統
一
協
会
問
題

に
つ
い
て

質　

問

　

①
国
民
の
貴
重
な
税
金
を
投
じ
て
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
葬
は
即
刻
中

止
す
べ
き
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

②
旧
統
一
協
会
や
そ
の
関
連
団
体
の

本
市
の
事
業
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

検
証
結
果
と
今
後
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
総
務
部
長

　

①
国
は
、
地
方
自
治
体
や
教
育
委
員

会
等
に
弔
意
表
明
の
協
力
を
求
め
な
い

方
針
で
あ
る
。
国
葬
は
、
国
に
お
い
て

適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

②
旧
統
一
協
会
か
ら
「
平
成
30
年
7

月
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興
」
に
向
け
、

頂
い
た
寄
付
金
15
万
円
を
確
認
し
て
い

る
。
今
後
と
も
社
会
的
に
問
題
が
指
摘

さ
れ
る
団
体
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が
な

い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
す
る
。

ト
イ
レ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
社
会
を

質　

問

　

①
小
中
学
校
や
市
の
施
設
の
ト
イ
レ

に
お
け
る
男
性
・
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
生
理
的
な
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
反
対
す
る
よ

う
な
旧
統
一
協
会
の
活
動
等
に
対
す
る

市
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
中
村
生
活
環
境
部
長

　

①
女
性
用
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
、

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

②
旧
統
一
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
知

り
得
る
情
報
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
か

ら
入
手
す
る
以
外
に
な
く
、
特
定
の
宗

教
団
体
の
活
動
は
承
知
し
て
い
な
い
。

広
島
大
学
法
学
部
の

移
転
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
大
学
法
学
部
が
広
島
市
の
東
千

田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
外
移
転
に
つ
い
て
は
、
誠
に
残
念

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
一
方

で
、
本
年
8
月
に
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
立

大
学
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
グ
ロ
ー
バ
ル
経

営
大
学
院
の
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
校

を
開
設
す
る
な
ど
、
広
島
大
学
は
東
広

島
キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
世
界
展
開
を
視
野

に
入
れ
た
、
産
官
学
民
連
携
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
名
実
と
も
に
広
島
と
世
界
を

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
で
結
ぶ
拠
点
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

一
般
家
庭
ご
み
削
減
啓
発

に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
度
の
市
民
1
人
1
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
は
935
ｇ
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
900
ｇ
以
下
に
な
っ
た
こ
と
が
な

い
。
ご
み
の
減
量
啓
発
活
動
等
の
考
え

方
を
問
う
。

答　

弁
／
中
村
生
活
環
境
部
長

　

生
ご
み
の
8
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ

る
水
分
を
削
減
す
る
た
め
、
令
和
3
年

度
か
ら
一
般
家
庭
に
水
切
り
器
の
無
償

配
布
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
源

循
環
や
ご
み
減
量
化
へ
の
意
識
啓
発
を

目
的
と
し
た
マ
ン
ガ
を
本
年
9
月
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
載
す

る
予
定
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
わ
か
り

や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
。

一 般 質 問

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■東広島市の目指す「学園都市」
について

■東広島市の環境問題について

一般質問の
動画はコチラ

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■国葬と旧統一協会問題につい
て

■新型コロナウイルス感染症対
策について

■ジェンダー平等について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※カーボンニュートラル　　  二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から森林などによる「吸収量」を差し引いて、合
計を実質的にゼロにすること。

　独創教育　　約100年前に西条小学校の校長が掲げ実践した、学習者起点の学びや対話的な学びを目指した教育。
　ＧＩＧＡスクール構想　　  小中学校の児童生徒に１人１台の学習用端末と高速ネットワーク環境を整備することで、より良い学び

を実現していく構想。

※無園児　　３歳以上で保育園や幼稚園に通っていない就学前の児童。

※
無
園
児
の
現
状
に
つ
い
て

質　

問

　

無
園
児
と
さ
れ
る
児
童
の
中
に
は
、

待
機
児
童
や
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
場
合
、
発
達
障
害
や
身
体
的
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
、
受
け
入

れ
可
能
な
施
設
が
無
い
場
合
、
外
国
籍

で
入
園
の
手
続
き
が
分
か
ら
な
い
場
合
、

育
児
放
棄
が
疑
わ
れ
る
場
合
等
も
あ
る

と
思
う
が
、
無
園
児
の
数
や
状
況
を
市

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

無
園
児
の
正
確
な
人
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
国
が
設
置
し
た
委
員
会
で

具
体
的
な
支
援
の
在
り
方
な
ど
を
報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
方
向
性
が
示

さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。

仮
設
校
舎
の
安
全
性
や

環
境
に
つ
い
て

質　

問

　

仮
設
校
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ

レ
や
手
洗
い
場
の
数
が
少
な
い
と
思
う

が
、
設
置
基
準
は
満
た
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
出
入
口
が
1
か
所
し
か
な
い
仮

設
校
舎
も
あ
る
が
、
不
審
者
が
侵
入
し

た
場
合
な
ど
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

弁
／
江
口
学
校
教
育
部
長

　

ト
イ
レ
は
日
本
建
築
学
会
の
給
排
水

衛
生
設
備
基
準
を
参
考
と
し
て
適
正
器

具
数
を
算
出
し
て
い
る
が
、
手
洗
い
場

は
設
置
数
を
定
め
た
基
準
が
な
い
。
出

入
口
に
つ
い
て
は
建
築
基
準
法
上
の
問

題
は
無
い
が
、
不
審
者
等
か
ら
の
避
難

も
勘
案
し
、
構
造
変
更
が
可
能
か
ど
う

か
検
討
す
る
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
つ
い
て

質　

問

　

政
府
は
2050
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
と

宣
言
し
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
基
づ
き
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
公
表
し
、

自
治
体
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
本
市

は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

広
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
周
辺
地

域
や
地
域
拠
点
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
エ
リ
ア
を
形
成
し
、
太
陽
光
発
電
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

脱
炭
素
の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
の
た

め
の
国
の
有
利
な
交
付
金
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

高
垣
市
長
の
目
指
す

教
育
行
政

質　

問

　

高
垣
市
長
は
様
々
な
分
野
で
手
腕
を

発
揮
さ
れ
て
い
る
。
改
選
時
、
公
約
の

一
つ
と
し
て
「
質
の
高
い
教
育
」
を
提

供
す
る
と
掲
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
行
わ
れ
て
き
た
※
「
独
創
教

育
」
を
重
ん
じ
つ
つ
、
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
学
校
教
育
に

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、

個
々
に
応
じ
た
教
育
を
展
開
す
る
こ
と

で
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引

き
出
す
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
質
の
高

い
教
育
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

重
しげみつ

光　秋
と き じ

治
（清新の会）

質問した項目
■第２次東広島市環境基本計画
について

■教育行政について

一般質問の
動画はコチラ

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■本市の子育てと教育の環境に
ついて

■学校教育現場の現状について
■GIGAスクール構想について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※バースデーレター　　  公職選挙法の改正による選挙権年齢の引き下げに伴い、18歳の誕生日を迎える新有権者に対し、お祝いの手
紙と一緒に送付する簡単な小冊子（投票の方法や選挙の豆知識など、有権者として必要な知識をまとめたもの）。

ど
う
考
え
る
？

生
涯
学
習
の
場

質　

問

　

本
市
生
涯
学
習
の
今
後
の
展
開
の

ベ
ー
ス
と
な
る
「
ま
な
び
の
キ
ャ
ン
パ

ス
推
進
事
業
に
お
け
る
行
動
計
画
（
素

案
）」
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
学

び
の
中
心
施
設
は
地
域
セ
ン
タ
ー
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
黒
瀬
町
・
安
芸

津
町
の
一
部
、
西
条
町
の
一
部
に
は
地

域
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

計
画
で
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
集

会
所
等
が
学
習
の
場
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
、
集
会
所
に
は
人
は
常
駐
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
態
の
把
握
が

で
き
て
い
な
い
。
学
習
環
境
に
格
差
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

地
域
セ
ン
タ
ー
が
な
い
地
域
の
学
び

に
は
、
専
門
的
人
材
を
重
点
的
に
配
置

し
、
伴
走
型
支
援
を
行
う
。

選
挙
の
投
票
率
を
上
げ
る

施
策
と
は
何
か
？

質　

問

　

大
型
商
業
施
設
で
の
期
日
前
投
票
所

開
設
、
子
連
れ
投
票
の
推
進
、
新
た
な

有
権
者
へ
の
※
バ
ー
ス
デ
ー
レ
タ
ー
等
、

様
々
な
取
組
み
を
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

効
果
が
見
え
て
こ
な
い
。
山
形
県
遊
佐

町
の
「
少
年
議
会
」
等
、
先
進
事
例
に

学
び
な
が
ら
、
長
期
・
短
期
の
施
策
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
寺
尾
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

効
果
的
な
広
報
等
が
必
要
で
あ
り
、

課
題
意
識
を
身
に
着
け
政
治
の
仕
組
み

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
先
進
事
例
に
つ
い
て
は
、
情

報
収
集
に
努
め
る
。

教
職
員
の
労
働
状
況
と

学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

質　

問

　

①
教
職
員
の
労
働
条
件
は
子
ど
も
に

と
っ
て
の
教
育
条
件
で
あ
る
。
教
職
員

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　

②
教
員
に
伴
走
型
の
支
援
を
行
う
学

校
支
援
セ
ン
タ
ー
が
今
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
。
事
業
推
進
に
当
た
っ
て
、

十
分
な
体
制
で
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

①
教
職
員
が
力
量
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
の
指
導
・
支
援
に
あ
た
る
た
め

の
環
境
や
労
働
条
件
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
本
市
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た
め

に
も
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
教
職

員
が
、
本
来
の
業
務
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 　

②
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
は
現
在
35
名

の
教
員
に
対
し
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
若
手
教
員
へ
の
支
援
ニ
ー
ズ
は
一

層
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
学
校
を
訪
問
す
る
指
導
主
事
等

と
の
連
携
を
綿
密
に
行
い
、
効
果
的
な

支
援
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

西
条
第
二
地
区
に
つ
い
て

質　

問

　

西
条
第
二
地
区
地
区
計
画
の
進
捗
状

況
及
び
完
了
予
定
を
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
西
条
中

央
巡
回
線
と
寺
家
中
央
線
1
工
区
は
、

用
地
取
得
も
概
ね
完
了
し
、
令
和
7
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
整
備
に
つ
い
て
も
順
次
進
め
、
全
体

の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

一 般 質 問

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■学校教育について
■西条第二地区の地区計画等に
ついて

一般質問の
動画はコチラ

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市生涯学習の今後の展
開について

■選挙への取り組みについて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※流域治水　　  河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあらゆ
る関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策のこと。

治
水
対
策
に
お
け
る
地
域

別
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

質　

問

　

今
後
、
本
市
で
も
取
り
組
む
※
流
域

治
水
対
策
に
お
い
て
は
、
災
害
や
浸
水

が
予
想
さ
れ
る
場
所
を
地
域
の
人
と
一

緒
に
現
地
を
調
査
し
、
地
元
の
意
見
を

参
考
に
地
域
別
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。答　

弁
／
高
垣
市
長

　

流
域
治
水
対
策
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
が
一
体
と
な
っ
た
水
害
軽
減
対
策
で

あ
り
、
地
域
住
民
と
の
連
携
は
不
可
欠

と
考
え
る
。
そ
の
推
進
に
お
い
て
は
、

地
域
住
民
と
合
同
で
行
う
事
前
の
現
地

確
認
や
、
住
民
自
治
協
議
会
等
、
地
域

の
皆
様
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
別
の
治
水
対
策
を
進
め
る
。

積
極
的
に
企
業
の
誘
致
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て

質　

問

　

企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
助
成
制
度

と
し
て
「
産
業
用
地
開
発
助
成
金
」
の

制
度
が
あ
る
が
、
そ
の
活
用
状
況
は
。

ま
た
、
産
業
用
地
の
整
備
に
向
け
、
今

後
国
や
県
と
ど
う
連
携
す
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　

産
業
用
地
開
発
助
成
金
は
、
令
和
2

年
度
に
4
件
、
令
和
3
年
度
に
2
件
を

助
成
し
て
い
る
。
県
と
の
連
携
は
、「
産

業
用
地
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

で
検
討
し
た
開
発
候
補
地
等
の
共
有
ほ

か
、
連
携
を
密
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
国
と
の
連
携
は
、
国
に
お
い
て

改
正
を
検
討
中
の
法
律
が
本
市
の
実
態

に
あ
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
要
望
す
る

な
ど
、
情
報
交
換
を
強
化
し
て
い
る
。

日
本
の
教
育
は
基
本
的
に

成
功
し
て
い
る

質　

問

　

修
学
旅
行
が
で
き
る
の
は
日
本
だ
け

だ
と
言
わ
れ
る
。
他
の
国
で
は
時
間
が

守
れ
な
い
た
め
、
集
合
時
間
に
集
ま
ら

な
い
、
バ
ス
が
来
な
い
等
で
修
学
旅
行

は
成
立
し
な
い
。
武
士
道
の
第
一
義

は
「
遅
れ
を
と
る
な
」
で
あ
り
、
日
本

の
教
育
が
遅
刻
に
厳
し
い
の
は
、
無
意

識
の
う
ち
に
武
士
道
を
教
え
て
い
た
か

ら
だ
。
ま
た
、
外
国
の
人
が
日
本
に
来

て
一
番
驚
く
の
は
落
し
物
が
返
っ
て
く

る
こ
と
だ
そ
う
だ
。
時
間
を
守
る
、
約

束
を
守
る
、
秩
序
を
保
つ
、
犯
罪
が
少

な
い
、
礼
儀
正
し
い
日
本
人
を
育
て
て

い
る
の
は
日
本
の
教
育
の
賜
物
で
あ
り
、

日
本
の
教
育
は
基
本
的
に
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
教
育
の
根
幹
に
は
武
士
道
が

あ
る
と
考
え
る
。
江
戸
時
代
の
日
本
は

教
育
立
国
で
あ
っ
た
。
江
戸
中
期
か
ら

末
期
に
は
寺
子
屋
が
で
き
、
識
字
率
は

9
割
以
上
で
、
庶
民
に
も
武
士
道
と
呼

ば
れ
る
日
本
精
神
が
遍あ
ま
ねく
浸
透
し
た
。

所
感
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

日
本
の
教
育
は
、
生
徒
指
導
の
面
で

も
学
校
が
主
要
な
役
割
を
担
い
、
子
ど

も
の
状
況
を
総
合
的
に
把
握
し
て
教
員

が
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
知
・
徳
・
体
を
一
体
で
育
む
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
学
力
だ
け
で
な
く
、
勤

勉
さ
や
礼
儀
正
し
さ
な
ど
の
道
徳
性
に

お
い
て
も
諸
外
国
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
教
育
の
根
幹
を
成
す
道
徳
教

育
は
、
少
な
か
ら
ず
、
人
と
し
て
の
生

き
ざ
ま
を
極
め
る
武
士
道
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
も
道
徳
教

育
の
取
組
を
充
実
さ
せ
、
地
域
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
尽
力
す
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■教育について

一般質問の
動画はコチラ

池
い け だ

田　隆
たかおき

興
（清新の会）

質問した項目
■治水対策における地域別計画
の策定について

■企業誘致について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＺＥＢ（ゼブ）　　  快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。Net Zero Energy Building（ネッ
ト・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称。

　カーボンニュートラル　　13ページをご参照ください。
　エコスクール・プラス　　  文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省が連携協力して、学校設置者である市町村等がエコスクールとして整備する学校を、「エコスクール・

プラス」として認定するもの。

環
境
教
育
の
推
進
学
校
施
設

の
※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て

質　

問

　

環
境
教
育
の
推
進
及
び
※
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
学
校
施

設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
国
の
事
業
、
※
エ

コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
に
認
定
さ
れ
た

学
校
は
な
い
が
、
本
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
等
の
環
境
教
育
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
学
校
教
育
部
長

　

三
ツ
城
小
学
校
は
、
市
内
初
の
「
エ

コ
ス
ク
ー
ル
」
で
あ
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
雨
水
利
用

施
設
を
有
し
て
い
る
。
安
芸
津
中
学
校

で
は
、
環
境
省
の
「
補
助
金
」
を
活
用

し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
。
こ
こ
で
発
電
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
学
校
生
活
に
必
要
な
電
気
の
一
部

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
電
気
代
の
節

約
や
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
と
い
っ
た
省
エ
ネ

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蓄
電

さ
れ
た
電
気
は
、
災
害
避
難
場
所
開
設

の
際
に
も
役
立
て
る
。
こ
う
し
た
施
設

を
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、

防
災
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
学
習
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

方
法
や
災
害
避
難
の
在
り
方
な
ど
を
実

社
会
と
関
連
さ
せ
、
自
分
事
と
し
て
考

え
る
と
い
う
教
育
効
果
が
得
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
も
、
各
学
校
に
お
い
て
、
地
球

規
模
の
課
題
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に

向
け
て
、
環
境
問
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
環
境
教
育
や
、
自
然
環
境
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
体
験
活
動
な
ど
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

見
直
し
が
必
要
！

広
島
県
か
ら
の
移
譲
事
務

質　

問

　

移
譲
事
務
に
つ
い
て
、
旅
券
の
交
付

な
ど
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
と
市
民
か

ら
喜
ば
れ
て
い
る
も
の
や
土
砂
の
処
理

な
ど
細
か
な
対
応
が
可
能
に
な
っ
た
と

評
価
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

　

一
方
、
取
扱
い
の
少
な
い
事
務
や
専

門
性
の
高
い
事
務
な
ど
習
熟
性
に
問
題

の
あ
る
も
の
、
本
来
県
の
事
務
で
あ
る

べ
き
も
の
、
時
間
が
経
過
し
て
当
時
と

は
状
況
が
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
移
譲
に
か
か
る
内

容
・
人
役
や
移
譲
事
務
交
付
金
等
、
移

譲
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
と
現
状
を
比

較
・
検
証
し
、
事
務
の
返
還
も
含
め
た

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

事
務
・
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、

執
行
上
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
も
の
や
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
移
譲
事
務
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
事

務
上
の
課
題
把
握
や
執
行
体
制
の
検
討

に
つ
い
て
、
他
県
の
事
例
な
ど
も
含
め

調
査
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

実
態
を
確
認
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
や
必
要
な
人
員
体
制
、
移
譲
事

務
交
付
金
な
ど
の
財
源
措
置
等
も
踏
ま

え
、
課
題
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
、
広
島
県
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
つ
つ
、
県
内
他
市
町
と
も
課
題

を
共
有
し
、
連
携
会
議
に
お
け
る
問
題

提
起
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一 般 質 問

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■広島県からの移譲事務につい
て

■災害対応力の強化について

一般質問の
動画はコチラ

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■本市の環境教育及びカーボン
ニュートラル達成に向けた学
校施設のZEB化の推進につ
いて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＧＩＧＡスクール構想　　13ページをご参照ください。
　独創教育　　13ページをご参照ください。

自
然
史
博
物
館
計
画
は

地
域
が
真
に
求
め
る
も
の
か

質　

問

　

豊
栄
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
自
然
史
博
物
館
計
画
の
説
明
会
が

広
島
大
学
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
全

国
的
に
博
物
館
は
運
営
が
厳
し
い
中
、

こ
の
ま
ま
の
計
画
で
は
持
続
可
能
な
運

営
が
で
き
る
か
疑
問
。
常
設
の
博
物
館

は
、
地
域
活
性
化
の
総
合
計
画
も
含
め
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　
　
　
　

岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

夏
休
み
の
企
画
展
等
の
効
果
検
証
を

行
い
、
高
い
需
要
や
経
済
効
果
が
あ
れ

ば
、
サ
テ
ラ
イ
ト
館
の
可
能
性
を
検
討

す
る
。
事
業
期
間
後
の
運
営
は
、
広
島

大
学
が
継
続
す
る
な
ら
ば
、
市
と
し
て

引
き
続
き
後
援
し
、
連
携
し
て
い
く
。

広
大
・
賀
茂
北
・
市
・

地
域
連
携
の
博
物
館
構
想

質　

問

　

私
が
考
え
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る

博
物
館
構
想
は
、
広
島
大
学
と
賀
茂
北

高
校
・
本
市
が
連
携
し
た
博
物
館
で
、

広
島
県
の
知
の
拠
点
整
備
に
よ
る
地
域

創
生
で
あ
る
。
例
え
ば
賀
茂
北
高
校
に

博
物
館
コ
ー
ス
を
創
設
、
豊
栄
・
福
富

の
博
物
館
を
実
践
教
育
現
場
と
し
て
、

学
芸
員
的
な
人
材
を
育
て
る
。
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
生
徒
数
を

確
保
す
る
構
想
で
あ
る
。
所
見
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

賀
茂
北
高
校
の
存
続
は
市
に
と
っ
て

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
提
案
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
学
校
活
性
化
地
域
協
議

会
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
市
が
で
き

る
こ
と
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
福
祉
政
策
に

つ
い
て
問
う

質　

問

　

介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
な
ど
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に
は
、

国
保
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
や
健
診
デ
ー

タ
な
ど
を
用
い
て
、
日
常
生
活
圏
域
ご

と
に
数
値
的
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
検
証
を
し
て
い
る

の
か
問
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

介
護
予
防
の
効
果
検
証
の
一
環
と
し

て
「
通
い
の
場
」
参
加
者
の
要
介
護
度

へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
4
年

間
継
続
し
て
通
い
の
場
に
参
加
さ
れ
た

人
が
要
介
護
2
以
上
に
な
っ
た
割
合
は

1
・
36
％
で
、
参
加
さ
れ
て
い
な
い
人

の
3
・
24
％
と
比
べ
1
・
88
ポ
イ
ン
ト

の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
、

日
常
生
活
圏
域
ご
と
で
重
点
的
に
何
に

取
り
組
む
か
検
証
を
深
め
て
い
く
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
新
た
な

学
び
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
※
独
創

教
育
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
で
、
市
と
し
て
教
育
方
針
を

示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

独
創
教
育
な
ど
本
市
で
積
み
重
ね
て

き
た
教
育
実
践
に
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の

実
現
を
通
し
て
、
本
市
に
お
い
て
重
視

す
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
自
律
性
、
協

働
性
、
創
造
性
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

一 般 質 問

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■持続可能な政策について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■「（仮称）県央自然史博物館」
は地域課題を解決できるか

■夏休み学校プール開放中止に
疑問

一般質問の
動画はコチラ
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート

総務委員会行政視察
◆視察日：令和４年８月２日～４日
◆視察先： 福島県会津若松市、宮城県塩

しおがま

竈市、
千葉県柏市

会津若松市では「スマートシティ会津若松」を
テーマに、様々な分野でのICTの活用について、
塩竈市では「青山学院大学との連携協定による
取組み」をテーマに、大学生ボランティアによ
る教育支援等について、柏市では「柏の葉国際
キャンパスタウン構想」をテーマに、公民学連
携によるスマートシティの取組み等、次世代型
のまちづくりについて視察を行いました。

文教厚生委員会行政視察
◆視察日：令和４年７月20日・９月１日
◆視察先： 社会福祉法人つつじ、広島県立障害

者療育支援センターわかば療育園

「各施設における発達障害支援状況」をテーマ
に、実際に最前線で発達障害支援を行う本市内
の療育現場の状況を確認するため、利用者の状
況に応じた段階的な支援等を行われている上記
２施設を訪問し、各施設の取組みや課題等につ
いて視察を行いました。

建設委員会行政視察
◆視察日：令和４年８月９日～10日
◆視察先：兵庫県、香川県広域水道企業団

兵庫県では「流域治水の取組み」及び「ため池
治水活用拡大促進事業」をテーマに、ため池や
既存ダムの治水活用、独自の共済制度など、総
合的な治水対策について、香川県広域水道企業
団では「水道企業団設立によるメリット・デメ
リット」をテーマに、水道広域化の検討経緯等
について、視察を行いました。

市民経済委員会行政視察
◆視察日：令和４年７月20日～21日
◆視察先：島根県出雲市、知多南部卸売市場
　　　　　（愛知県半田市）

出雲市では「出雲総合地方卸売市場における第
三セクターから民営への移行」をテーマに、卸
売市場を民営化した経緯について、知多南部卸
売市場では「知多南部卸売市場について」をテー
マとし、市場の役割、現状、課題及び今後の展
望について、視察を行いました。
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市
民
の
声

The letter from a citizen

「エヒメアヤメの里」吉原
 岡

おかや
谷　陸

りくお
生（豊栄町）

「子育て支援について」
 山

やました
下　哲

てつし
史（黒瀬町）

　エヒメアヤメは草丈10㎝、４～５月に開花

する多年草です。かつては里山や田の畦など

に沢山自生していましたが、近年山林の荒廃

など環境の変化で減少の一途を辿っています。

　住民自治協　吉原振興会では、この花を吉

原地域の花として、除草や草刈り、鹿対策な

ど住民をあげて保護増殖活動をしています。

４月下旬の満開時には「エヒメアヤメの里よし

わらまつり」を開催し、花の見学セミナーや農

産物直売など多くの方が参加されています。

　11月には播
は し ゅ

種（種をまく）育苗セミナー

を開き、播種したポットを一般に配布し、部

会員は自宅周辺で丹精こめて増殖させていま

す。吉原地域を発信地として増殖の輪が広が

り、さらに地域が花の里としていきいきと輝

くよう取り組んでまいりたいと思っています。

　私は、子育て真っ只中の４児の父親である。

妻と共働きで、日々、仕事と子育てで忙しい

毎日だが、子供の笑顔や成長を感じられると、

とても幸せな気持ちになり、疲れた心も癒さ

れる瞬間がある。子育てを通して感じる事は、

子供が成長するにつれて金銭面での不安が増

大することが挙げられる。幼少期には児童手

当や幼児無償化などの支援があるものの、一

番お金がかかり始める中学生以降の支援が充

実していないのが現状である。

　コロナ禍で少子化に拍車がかかり、東広島

市の出生率も、近年低下傾向にある中で、若

い世代の人達が、この町で結婚し安心して子

供を育てたいと感じられる支援策をこの市政

に求めていきたい。子供の笑顔が増える事は、

この街の活性化にも繋がっていくことだろう。

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指の消毒、マスクの着用、咳エ
チケットなどを徹底していただくよう、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子はインターネット（YouTube）で生配信し、KAMONケーブルテレビで録画映像を放送しています。
また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。市議会ホームペー
ジからアクセスできますので、ご利用ください。
■本会議・委員会の傍聴、手話通訳
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。手話通訳を希望される方は、希望日の３日前までに議会事務
局にお申込みください。
　議会日程は裏面をご覧ください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。 東広島市議会 耳マーク

白鳥神社（高屋町）

白鳥神社の由来
　日本武尊（やまとたけるのみこと）が死後、白鳥になって飛翔し、白鳥山の山頂まで来て姿
を消したという言い伝えがあります。北側の大字である宮領は、この神社の社領であったこと
から名付けられたとも伝えられています。
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。
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令和4年第4回定例会の日程
12月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

11 12 13 14 15 16 17

本会議（一般質問）

18 19 20 21 22 23 24

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

25 26 27 28 29 30 31

議会報告会を開催します
議会報告会とは？

　議会活動に活かしていくため、市議会議員が日頃の活動内容の報告と、皆様との意見交換会を行います。
　お住まいの地域に限らず、どの会場でもご参加いただけます。事前の申込みは不要ですので、どうぞお気軽
にお越しください。
※手話通訳・要約筆記が必要な方は開催日の３日前（土曜日、日曜日の場合はその前日）までにご連絡ください。

総務委員会議会報告会
◆開催場所・日時
　①黒瀬保健福祉センター
　　11月11日（金）19：00～20：30
　②安芸津生涯学習センター
　　11月16日（水）19：00～20：30
◆報告内容
　第１部　議会からの報告
　第２部　意見交換会
　「令和４年度予算について」

文教厚生委員会議会報告会
◆開催場所・日時
　①河内保健福祉センター
　　11月 ７日（月）15：00～16：30
　②豊栄生涯学習センター
　　11月14日（月）15：00～16：30
◆報告内容
　第１部　議会からの報告
　第２部　意見交換会
　「東広島市の健康増進・高齢者福祉について」

市民経済委員会議会報告会
◆開催場所・日時
　①下見福祉会館
　　11月15日（火）14：00～15：30
　②高屋西地域センター
　　11月18日（金）14：00～15：30
◆報告内容
　第１部　議会からの報告
　「広島中央エコパーク建設後のごみの分別収集について」
　第２部　意見交換会
　「ごみの分別から始まる環境への取組みについて」

建設委員会議会報告会
◆開催場所・日時
　①八本松地域センター
　　11月11日（金）15：30～17：00
　②東志和地域センター
　　11月17日（木）15：00～16：30
◆報告内容
　第１部　議会からの報告
　「水道企業団設立について」
　第２部　意見交換会
　「地域別計画に沿った地域の課題等について」
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